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１．はじめに
本論文は，著者が札幌学院大学社会情報学

部で携帯用PCを利用する情報処理科目を担

当した経験をまとめ，その経験と現在の技術

を活用してより良い情報教育実現の可能性を

考察する．以降の本論文は以下の様に構成さ

れる．２節では，著者が担当した科目として，

特に携帯用PCと関りが深かった情報処理基

礎・情報処理基礎演習についてまとめる．３

節と４節では，その科目を通して著者が得た

経験を基に，パソコン必携による教育の利点

と問題点を考察する．５節では，パソコン必

携に関する技術的な改善について議論する．

６節では，パソコン必携制度導入で起こる問

題点を５節で述べた技術改善を利用しながら

克服するための方法を考察する．７節でまと

める．

２．札幌学院大学社会情報学部におけ

るノートパソコン必携化
2.1.情報処理基礎・情報処理基礎演習

情報処理基礎・情報処理基礎演習は，２講

連続で行われる情報系の講義と演習である．

その目的は，情報倫理，タッチタイピング，

メール，Word，Excel，PowerPointなどに

関して，社会人として必要とされる基本的な

情報技術を習得することであった．本学には

全学共通科目のコンピュータ基礎Ａ・Ｂとい

うほぼ同一内容の科目が存在するが，この科

目との大きな違いは，コンピュータ基礎が１

年で行う内容を半期で行うこと，そして，学

生が所有する携帯用PCを用いることであ

る．社会情報学部で，他学部が１年かけて実

施する教育を半年で行った理由は，当学部で

は，多くの講義で携帯用PCを利用するため，

学生ができるだけ早くそのPCに慣れ効果的

に学習に用いることができるようになる必要

があったためである．

2.2.次年度へむけての準備

社会情報学部では，年度末に近づくと，パ

ソコン必携の制度に基づく運営として，次年

度の携帯用パソコンに関連する準備を行っ

た．この節ではその概説を時系列に沿って行

う．

2.2.1.学部推奨PC機種・業者選定

本学部では，学部推奨の携帯用PCを選定

し，学部教育に必要な独自の設定を行ったパ

ソコンを生協経由で学生が購入できるように

した．学部推奨PC以外のPCの利用を希望

する学生には，個別に対応した．

選定では，情報系の教員が中心となって教

員間で価格帯，最低限の仕様，インストール

するべきソフトウェア，メーカが受け持つサ

ポート内容を決定し，主要な業者に対して
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RFPを送り，業者選定のためのプレゼンテー

ションの参加を募った．例年３社から５社の

参加があり，その中から１社を選定した．

2.2.2.学部推奨機のマスターPC作成・配布

時資料作成

学部推奨PCとその提供業者が決定した

後，学部教育に必要なソフトウェアのインス

トールと独自の設定を行ったマスターPCを

作成する．マスターPCの作成には，学部推奨

PCと同じ型のPC２台が業者から貸与され

る．そのPCに対して情報系教員（2005年以

降は著者）がインストール作業を行った．マ

スターPCは原理的には１台作成すればよい

が，設定やインストール作業を実際に行って

初めて顕在化する問題への対応に備えて，例

年２台貸与された．マスターPCの作成には，

電子電算機センターの協力を得た．協力内容

には学内のネットワーク接続の設定や，ネッ

トワークを介した学内リソースアクセスとセ

キュリティ関連の設定が含まれた．更に，学

生の所持するパソコンが故障・修理などの原

因で，ハードディスクの内容が初期化された

ときに，マスターPCと同様の内容に復元す

るための体制も電算機センターと協力して構

築した．PCは日々バグフィックスやセキュ

リティの更新が起こるため，復元する際には

それらが常に最新になるような管理体制を構

築した．

学部推奨PCを学生に配布する際に利用す

るガイダンス資料の作成を業者と協力しなが

ら行った．PC本体に関することは主に業者

が作成し，学部特有の事項に関する説明は教

員が作成し一つの資料にした．

2.2.3.保護者，新入生への連絡・問い合わせ

対応

本学部の学生は，入学時点で自分のPCを

完全に管理できるほどの技術をもっているも

のは少数であった，そのためPCの管理で多

くの時間を取られないようにし，学部として

サポートが円滑にできるようにするため学部

推奨PCが用意された．入学生の一部には，

PCに関する十分な知識を持ち，自分の望む

機種を利用したいという学生が存在し，その

ような学生には，自ら責任をもって自分の

PCを管理できることを確認し，学部推奨PC

の詳細を伝え，教育に必要な設定を行わせた．

一方で，自分で管理する能力が備わっていな

いにもかかわらず，価格が安いという理由だ

けで指定外のPCを購入しようとする保護

者・学生がいた．このようなケースでは，事

前に問い合わせが来た場合には，なぜ学部推

奨PCを用意しているかの理由を丁寧に説明

し，それから意思決定してもらうようにした．

2.2.4.SA選抜

著者が担当した，情報処理基礎・情報処理

基礎演習は，携帯用PCを用いた学部教育の

中で基盤になるものだった．それは，学部推

奨PCの配布から，コンピュータリテラシ，マ

イクロソフトOfficeの基本的な使い方など

を扱う，PCを道具として効果的に利用する

技術を身に着けるための科目としての役割を

持ち，それ以降の他の講義は，この講義で習

得した技術を前提にしているためである．社

会情報学部のカリキュラムは，この講義に躓

くと，他の講義に影響する構造になっていた．

講義内容を自力でこなす学生がいる一方

で，単位習得のためにはある程度サポートが

必要な学生がいた．パソコン配布時から，講

義中の日常の操作まで，PCに関わるSAの

サポートは重要だった．SAは，この科目の単

位を取得した学生から選抜した．選抜では，

学年のバランスや，SAの経験，この科目の成

績などを考慮した．

2.2.5.事前打ち合わせ

初回講義開始前に，関係者全員で事前打ち

合わせを行った．関係者は，年度により教員

情報技術教育を振り返って― 先進的な情報教育を目指して―Vol.25 No.1-2  31



の構成が変わったが，2006年以降，著者，非

常勤講師一名，SA（５～８名，履修者数に依

存する）の構成に落ち着いた．打ち合わせで

は，主にSAに対して，講義に対する方針，役

割などの説明を中心に行った．特にSAには，

答えを教えるのではなく，答えにたどり着く

までの手順をサポートするように指示した．

また，初回講義では，パソコンの配布が行わ

れるためその手順についての確認を合わせて

行った．関連する資料は事前にメールで配布

し，打ち合わせ当日は全員が内容を読んでい

る状態で行った．教員同士の打ち合わせは，

事前にメールで行った．

2.2.6.学部推奨PCの配布

学部推奨PCを購入した学生には，情報処

理基礎・情報処理基礎演習の初回で，PCを配

布した．ネットワーク接続の際の認証のため

PCのMACアドレスと学籍番号を紐づけし

た．そのため，確実にMACアドレスと学籍

番号の対応通り学生にPCを引き渡す必要が

あった．配布には，生協の協力を得た．学部

推奨PC以外のPCを購入した学生には，個

別にネットワーク接続や学内情報リソース利

用のための手続きをさせた．

2.2.7.ガイダンスと配布物の内容・動作

チェック

PCの配布と同時に，ガイダンス，そして，

配布物の内容と初期不良のチェックを行っ

た．ガイダンスは保証や動産保険の説明の後，

基本的な操作，初期設定，ネットワーク接続

の確認などを学生に操作させながら実施し

た．ガイダンスの進行は，業者が担当し，教

員はSAの統制と個別の特殊な事態に対応し

た．SAは基本的な操作のサポートを行った．

2.3.初回講義開始後

2.3.1.講義前打ち合わせ

例年，情報処理基礎と情報処理基礎演習は

同日の３，４講時それぞれ連続で開講された．

著者，非常勤講師，そしてSAは講義開始10

分前に控室に集合し，事前打ち合わせを行っ

た．打ち合わせ内容は，その日の講義内容の

確認と，必要があれば個別の指示をSAに与

えた．また，打ち合わせの際に，SAが利用す

る学生の出欠管理簿と課題進捗管理簿を配布

した．SAは講義中，SAであることを示す

ネームプレートの着用を義務づけていたの

で，その配布も行った．出欠管理簿と課題進

捗管理簿，そして，ネームプレートは，講義

修了の時に必ず回収した．

2.3.2.学生の出欠管理と学習進捗管理

SAには，座席でまとめた10人程度の履修

者で構成される担当グループが割り当てた．

SAは担当グループの出欠と，講義で取り組

むべき課題の進捗状況を確認して，確認簿に

記入した．講義終了後，教員は全ての管理簿

を回収して，管理用ファイルに入力し，学生

の出欠状況と，課題進捗状況を分析した．分

析結果から問題点を発見したり，また，分析

結果を直接該当する学生に働きかけたりSA

に対して指示を行ったりするための根拠の一

つとした．SAは，指導力や学力に差がある

し，履修者のグループも手のかかり方が異な

る場合が多かった．しかし，SAにグループを

超えた柔軟な連携を求めてもあまり上手くい

かなかった．SAにTAのような自主的な行

動を求めることは難しかった．そこで，一つ

のグループを一人のSAが担当するのではな

く，複数のSAが複数のグループを担当する

ようにした．このことによって，SAの負荷を

分散できるようになり，学生へのサポートの

公平性が高まった．

2.3.3.課題の進捗状況の確認の自動化

当該科目の内容にはメールやWordと

Excelの習得が含まれた．これらの課題は，与

えられた条件を満たすと，ほぼ同じ内容の成
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果物になるため，課題の合否の確認を自動化

した．自動化の利点は多くあるが，特に，学

生に素早くフィードバックを返すことによ

る，学習意欲の促進，公平かつ正確な評価の

実現，学生の進捗状況を効率的に収集するこ

とでより個別的具体的な指導を行える，など

が挙げられる［2］［3］．

・メール課題の自動化

メール課題は，メールを正しく送受信する

ための設定，署名の設定，送受信，添付ファ

イルの操作が含まれる．メールの課題システ

ムは，指定された通りにメールを送ると，次

の指示が書かれたメールが送られるように設

定されており，それを数回繰り返すと課題が

合格する．この課題を通じて，履修者はメー

ルの操作設定に加えてファイルの基本的な操

作，ファイルの圧縮，展開等の操作もあわせ

て習得する．これらを自動化するプログラム

を，著者が自ら作成し運用した．このプログ

ラムはサーバサイドで動作し，学生のパソコ

ンに特に設定をする必要はなかった．

・WordとExcelの課題の自動採点

Wordの課題とExcelの課題では，作成し

たファイルを学生のPC上で学生自らが合否

判定を行え，更に，どの部分がなぜ間違って

いるかを知ることができる，自動採点プログ

ラムを作成し，利用した．このプログラムの

開発には，長年に渡り，本学コンピュータ基

礎の担当教員やそのTA，そして，著者を含む

多くの人々が関わった．このプログラムは，

現在も，コンピュータ基礎で利用されている．

社会情報学部生は，自分のPCにプログラム

をダウンロードしてインストールしてから利

用した．履修者は，課題の指示に従いファイ

ルを作成すると，自動採点プログラムを用い

て自らチェックした．チェックに合格すると，

課題ファイルを提出用ネットワークフォルダ

にコピーした．提出後，課題ファイルに対す

る合否や不正コピーのチェックが行われ，合

格情報が集計された．集計された情報は，教

員により分析され，次回以降の学生の指導や

講義運用の方針決定の根拠として利用され

た．

2.3.4.PC不調・故障の対応

社会情報学部では，学生が所持するPCを

活用して教育が行われるため，その不調や故

障が，学習の妨げになる可能性があった．学

生のPCがハードウェア的に故障して，メー

カに修理を依頼する場合は，修理中，代替パ

ソコンを貸し出した．学部では，例年１年生

と同じPCを数台購入して貸し出し用のPC

として用意した．その理由は，年度の異なる

PCでは，性能やインストールソフトや設定

が異なり，代替としての役割を十分に果たせ

ないことがあったためである．

ソフトウェア的な原因から起こる不調に対

しては，個別に原因を特定し修正することは

多くの場合サポートのコスト面から現実的で

はなく，電子計算機センターで必要なファイ

ルをバックアップし，PCのHDDを初期化

した後，必要なファイルを復元する方法がと

られた．講義中に，ソフトウェア的な原因で

不調になり，特にWordやExcel，そして，

その課題の自動採点プログラムが正しく動作

しない事例がまれにあった．その場合は，あ

らかじめ用意された簡易的な仮想環境に，学

生のPCからリモート接続させて作業を行わ

せた．

2.3.5.予期しない問題への対応

SAはTAと異なり，臨機応変な対応を期

待できない場合が多かった．そのため教員が

より詳細かつ具体的な指示をする必要があっ

た．特に技術的な問題に対する柔軟な対応は，

SAには不可能なことが多く，多くの場合は

教員でもそうであった．そこで，SAにはでき

るだけ定型の作業を任せ，予期しない問題は

その場で解決しようとしないで，先送りさせ

ることにした．例えば，自動採点プログラム
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が予期しない動作をする場合は，その課題の

採点は先送りし，履修生には，次の課題を取

り組むように指示して，教員に問題の報告を

速やかにさせた．教員は，問題の起こった学

生のPCの状態やファイルについての情報を

収集し解決は講義外の時間に行うようにし

た．また，必要があれば個別に課題の締め切

りを延長する措置を取った．後で，原因が判

明し，対処方法が分かった場合は，SAにその

具体的な方法を伝え，それ以降同様の事例が

起きた場合はそれに基づき対応させた．

３．効 果
3.1.場所や時間の制約からの解放

社会情報学部で，学生に携帯用PCを必携

としたことで，場所や時間に拘束されずに

PCを用いた講義運営ができるようになっ

た．備え付けのPCがある実習室を用いると

どうしても，他の講義との兼ね合いや履修者

数によって，時間割の調整が難しくなる．現

在，PCを用いた教育が行われる機会が増え，

この問題は今後さらに悪化すると予想され

る．備え付けパソコンは部屋に固定されるし，

講義は一部屋で同時に１つしか行えない．こ

のことにより，PCの稼働率が下がる可能性

がある．例えば，他の部屋が他の講義で埋まっ

ているので，数十台のPCがある部屋が数人

しか履修者がいない講義に割り当てられるよ

うな事態が起こる．その教室は講義で利用し

ているため，その部屋のほとんどのPCが利

用できないということが起こる．学生が時間

外学習として自由に利用できる機会が減り，

学習の進捗や学習への動機に悪い影響を及ぼ

す可能性がある．携帯用PCの利用でこのよ

うな問題を大きく改善できた．

3.2.PCを深く学ぶ機会

自らPCを所持し，それを維持していく必

要があるため，備え付けのPCのみを利用す

るよりも，PCの管理運用技術を学ぶ機会を

増やすことができた．また，自己所有のPCだ

からこそ実現できる学習の自由度があった．

情報系の科目で，ソフトウェアのインストー

ルやPC自体の設定を課題内容とすることが

可能となった．これは，PCを深く学ぶ上で重

要なことである．IT技術者の育成には，最新

の情報技術を自ら導入し，それを実際に操作

しながら，理論と実践を対応付けて学ぶ環境

が必要不可欠である．また，必要性があると

分かった時点ですぐに導入できるので，講義

内容を常に更新できる．これらのことは，備

え付けのPCでは管理運用上の制約やセキュ

リティ上の制約で実施することができないも

のだった．

3.3.比較的低いコストでコンピュータを用

いた教育を実現できる

PCは学生が購入して所持し管理するの

で，導入コストは０であるし，管理コストも

備え付けパソコンよりも大幅に少なくて済

む．

3.4.システムパフォーマンス

１年生は，大学入学時に最新のPCを購入

するため，高いパフォーマンスの機種を用い

て教育を行うことができる．システムは基本

的に個々のPCで完結しているので，備え付

けパソコンで起こる，長いログイン／ログア

ウト時間や，学生に割り当てられるハード

ディスクの容量の少なさなどの問題が起こら

ない．

４．結果・問題点
３節で述べたように，学生が所有する携帯

用ノートパソコンを用いた教育の利点は多い

が，ここでは，著者の経験に基づいて，問題

と思われる点を列挙し，後の節でそれらの解

決策について考察する．
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4.1.経済的負担

学生とその保護者には，PC購入という経

済的負担が起こる．社会情報学部には，入学

当初から情報系に強い関心を示す学生より

は，情報系も学びたいという学生が多数派の

ように感じられた．まだ，将来情報系の進路

に進むかもわからないうちから授業料に加え

高額のPCを購入することは，当該学部への

入学へのハードルを上げたかも知れない．

4.2.通学時の荷物の重量増加

学部指定PCは，軽量かつ十分な性能を

持った機種が選択されたが，学生はPC以外

にも教科書等を同時に持ち運ぶ必要があっ

た．このことは，身体的な負荷になった可能

性がある．

4.3.学生のPC管理の負担

PCの管理は，実際にはかなり高度な技術

を必要とする場合が多い．入学者が，PC初心

者である場合は，そのための学習の負担は少

なからずあったと予想される．特に，事例の

少ないトラブルに遭遇した場合それを解決す

るための労力や時間が本来の学習のために割

り当てられるべき時間を奪う可能性があっ

た．著者を含め教職員はその認識が足りな

かったかもしれない．学生はPCを購入し，い

つでも使えるのだからPCに詳しくなるだろ

うとの前提があっと思われるが，その前提は

多くの学生について教員が期待するほど成り

立っていなかったように思える．

4.4.PC利用の制約

学部教育が，学生の所有しているPCに大

きく依存したため，そのPCに不調が起こる

と，学習に支障を来した．学生は，自分のPC

を思い切っていじってはいけないと感じたか

もしれない．教員もPCの構成を大幅に変え

るような操作は，推奨しづらかった．そのた

め，学部に当初あった，学生にPCを自由に利

用してもらいPCに強い学生を作るという考

えとは，矛盾する事態が起こった．

4.5.携帯用PCの陳腐化

近年CPUのクロック周波数の伸びは鈍化

したが，マルチコア化，SSDの普及，搭載メ

モリ容量の増加，ディスプレイ解像度の精細

化，GPUの高性能化などPCの全体的な性能

は依然として日進月歩である．それと同時に

OSやアプリケーションソフトウェアは進化

するハードウェアの性能を生かすように更新

されるため，PCはすぐに陳腐化する．特に携

帯用PCは，バッテリーの持続性能や携帯性，

堅牢性，インターフェイスなどが日々進化す

るし，デスクトップPCと異なり，部品の拡張

や変更が行いにくく，より陳腐化が早い．こ

のことにより起こる教育上の問題の一つが，

通常の履修者と過年度履修者のPCの性能差

である．過年度生のPCには，インストールさ

れているソフトウェアのバージョンが古い場

合があり，アンインストールとインストール

の作業が必要になる．過年度履修生は自力で

その作業を行うことができない場合があるの

で，電子計算機センターでサポートを受ける

必要があるが，そのような余剰な作業で時間

を取られることになる．また，教員の説明に

従い一斉に作業するような場面で，過年度生

のPCの性能が低いため説明の速度について

いけないことがあった．この場合，教員が過

年度履修の速度に合わせると，通常の履修者

にとっては意味のない待ち時間が発生しスト

レスになるし，作業の進行が遅れる．著者の

担当科目では，過年度生と手のかからないと

予想される学生を同じグループにし，かつ，

ベテランのSAがそのグループを担当するこ

とで，過年度生へのサポートが手厚くなるよ

うにした．しかし，過年度生は，欠席過多な

どの理由で再び単位を取得できないことが多

く，更に年度が進むと，PCの性能差がより開

き更に不利になった．
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５．これからのパソコン必携化につい

ての考察
札幌学院大学では，社会情報学部が募集を

停止したことから，ノートパソコンの必携制

度は消滅することになった．一方で多くの大

学で，近年新たにノートパソコンの必携化が

導入されている．たえば，検索サイトに「大

学 パソコン 必携」と入力すると，多くの

大学がパソコン必携制度を導入していること

がわかる．この原稿の執筆段階で検索結果の

最初のページで確認できる大学だけでも，広

島大学，高知大学，広島工業大学，長崎大学，

九州大学，尾道市立大学，明治学院大学があ

る．文献［1］で，九州大学のパソコン必携制度

導入について述べられている．規模は大きく

異なるが，社会情報学部での取り組みと多く

の共通点がある．

既に，パソコンの必携化は先進的な取り組

みではなく，備え付けのPCを大学が用意す

ることと同じくらい普通のことになりつつあ

る．そういう意味では，本学は他大学と比べ

て遅れを取っている．

5.1.技術的に何が改善したか

社会情報学部でのパソコン必携化導入開始

時の技術と，現在の技術と比べるとパソコン

必携化のために利用できる技術は大きく改善

した．ここでは，技術的に何が改善されたか

を考察する．

5.1.1.クラウドと仮想化技術

最近はクラウド技術としてひとくくりにし

て扱われることが多いが，仮想化技術はPC

やネットワーク機器などこれまではハード

ウェアだったものを，ソフトウェアとして実

現する技術である．クラウドはこの仮想化技

術をネットワーク上で利用する技術と考える

ことができる．これらを活用すると，スマー

トフォンや携帯PC（そして，デスクトップ

PC）から，仮想化されたPCを操作すること

ができるので，これまでの携帯PCでの問題

点の多くが克服できる．クラウドや仮想化技

術の恩恵は，携帯端末だけではなく，備え付

けパソコンでも同様に受けることができる．

以下，その利点を列挙する．

・専用のソフトウェアを実物のPCにインス

トールするか，仮想のPCにインストール

するかを柔軟に選択できる．

・情報処理関連の科目で実物のPCでは運用

上許されないような，インストールや設定

等の演習の一層の多様化が可能になる．

・講義用にカスタマイズした仮想PCを大量

に一括して用意したり，不要になったら瞬

時に破棄したりすることができる．

・実物のPCでは，様々な要求に答えるため

にインストールするソフトウェアが多様化

しシステムが複雑化するため，そのための

様々な技術の導入や予算措置が必要にな

る［4］．また，システムが複雑化するとパ

フォーマンスの低下が起こる可能性があ

る．仮想化技術では必要に応じて特化した

仮想PCが作れるためシンプルな構成が維

持でき管理が簡略化され，不要なシステム

の性能低下（起動が遅い，反応が遅い，等）

を防ぐことができる．

・様々なOSが存在しており，それぞれに利

点欠点がある．それらの中から代表的な

OSの操作を学生に経験させておくこと

は，様々なIT環境に適用できる人材を育

てるために重要なことである［4］．デュアル

ブートでは，同時に複数のOSを利用する

ことはできないし，複数のOSそれぞれに

記憶領域を永続的に確保する必要がありリ

ソースの無駄が起こりやすい．仮想化技術

を利用することで，それらのOSを同時に

利用できるようになるし，リソースをより

効率的に利用できる．

クラウドを利用するときの問題点は，全て

をクラウドにするとコストがかかることであ

る．そこで，クラウドは本当に必要な部分だ

36  Feb.2017社 会 情 報



けに導入する必要がある．例えば，マイクロ

ソフトのOfficeを仮想環境で実行すること

もできるが，ほとんどの場合は直接インス

トールして利用したほうがレスポンスは早

く，このインストールが問題を起こすことは

まれである．例えば，まれに起こるソフトウェ

アの不調でOfficeが利用できなくなった，し

かし，課題の締め切りが近いという緊急時に，

当該学生にのみクラウドの使用を一時的に許

可すれば，本来であれば作業できず，復旧作

業をしなければならず，締め切りに間に合わ

ないところを，通常の作業を行うことができ，

復旧作業を課題提出後に行うことができる．

このようにPCの状態に学習が影響を受けに

くい環境を構築できる．特殊な場合や真に必

要な場合に限りクラウドを用いることにすれ

ば，必要なライセンス数は少なくて済み費用

対効果を大きくできる．

5.1.2.ネットワーク環境

クラウドを効果的に利用するためには，十

分な性能のネットワーク環境が必要不可欠で

ある．有線LANでは１Gbps，無線LANで

も300Mbps以上の通信速度のネットワーク

環境が本学にも導入され，次の更新では更に

高速化される．このようなネットワークを利

用することで多数の学生が同時にクラウドを

利用できる環境が実現できるようになった．

5.1.3.PCの高性能化

今後PCはますます，軽量化，高性能化，長

時間可動性の向上が見込まれる．近年タブ

レット型PCが普及し始め，従来のノート型

パソコンの入力方法と，スマートフォンの入

力方法に加え，スタイラスペンによる文字入

力の機能も備え，より教材としての可能性を

高めた．教員は，従来板書していたものを，

PCの画面に直接書き込めるし，従来のデジ

タルコンテンツと手書きの文字や図を混在さ

せることができる．書き込みは，デジタル化

して保存することができ，板書を後から再現

できる．学生は，従来紙に書き込んでいたノー

ト作成を，PCの画面に直接書き込むことで

行うこともできる．誤った書き込みを，消し

たいところを的確に消しゴムや黒板消しより

も素早く消すこともできる．

5.1.4.教材のデジタル化

これまで学生は通学時に，携帯用PCと共

に教科書やプリントも持ち運ばなければなら

なかった．PCは，ACアダプタやアクセサリ

を含めると約1.5kgになり，それに，他の荷

物を合わせるとかなりの重さになる．重さに

対する感じ方には個人差があるため，これを

負担と感じるかどうかは一概に言えないが，

社会情報学部生が他学部の学生より重い荷物

を運ぶ必要があったのは事実である．これま

では，教科書を本以外で用意するのは難し

かったが，現在は，Web教材や電子書籍が普

及しつつある．電子書籍については，全ての

本や教科書がデジタル化されているわけでは

ないが，これまでよりデジタル書籍の教科書

を利用できる可能性は高まった．例えば

AmazonのKindleでは，購入した本をPC

でも閲覧できるし，適切なビューアを使えば，

本にデジタル的に印やしおりを設定できる．

また，単語の意味を瞬時に辞書で検索するこ

ともできる．そして，持ち運びの重量の問題

を解決できる．デジタル書籍を読むためには，

ユーザ認証が必要であるため，違法コピーや

著作権保護に関する管理も行いやすい．教員

が自ら教科書を作成するときも，Web教材

や，PDFによる電子化と合わせて，現在では

電子書籍として作成するという選択肢があ

る．DRM（Digital Right Management）を

活用することにより，教員が意図した学生に

のみ閲覧させることも技術的に可能になっ

た．
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６．パソコン必携化の問題点の克服
以下に，社会情報学部でのパソコン必携化

の問題点とその解決方法について議論する．

6.1.経済的負担

この問題は，PCの価格自体よりも，その価

格に見合う結果が得られることを，学生やそ

の保護者にわかりやすく伝えることができ，

実際に結果を出すことで，学費のほかにPC

購入の費用が掛かっても，入学する価値があ

ると納得してもらうことで解決するべきもの

だと考える．入学時に高価なPCを購入した

が，学生が，それを効果的に活用し，高度な

教育を受け，教育費用を十分に回収するだけ

の進路につけることが見込まれるならば，そ

の学部への入学を希望するはずである．その

ような観点で，社会情報学部のPC必携制度

を振り返ると，備え付けPCでの教育と比較

して何が有利だったのかを，明確に説明でき

ていなかったかもしれないと考える．更に，

クラウドを導入すると，必要なPCの性能を

下げることができ，結果的にPCの価格を下

げることができる．クラウドの導入による問

題解決は後の小節で述べる．

6.2.通学時の荷物の重量の増加

この問題は，大学がパソコン必携制度を導

入するのと同時に，教材を全てデジタル化す

ることで解決できる．社会情報学部がこの制

度を導入したときには，まだ教材を全てデジ

タル化することは技術的に難しかった．しか

し，もし今後本学で，パソコン必携を制度化

するときは，全教員の同意のもとに教材を全

てデジタル化するべきであると考える．教材

のデジタル化は，再利用，検索の観点からも

紙媒体を大きく超える利点があり，社会人，

高齢者，道外居住者を対象としたオンライン

授業の可能性も開ける．また，デジタル化さ

れた教材を公開し，高校生に対して本学の教

育内容をより深く理解してもらい，入学後の

ミスマッチによる退学を防ぐことが可能かも

しれない．

6.3.学生のPC管理の負担，PC利用の制

約，PCの陳腐化による問題

これらの問題は，クラウド（仮想化）技術

によって解決できる．クラウドを活用するこ

とによって学生のPCには，大学教育に必要

な特別な設定の多くは必須でなくなる．学生

のPCに必要な機能は，基本的な入出力装置

（ディスプレイ，マウス，キーボードなど）と

ネットワーク接続機能のみになる．実際に必

要なソフトウェアは，クラウド上の仮想PC

で動作させることができる．よって，学生が

大学の教育を受けるための特別な設定をする

必要はなくなるし，もし，所有するPCが故障

して修理に出したとしても，必要最低限の機

能を持った代替のPCがあればよく，所有す

るPCと同一でなくてもよい．クラウドを導

入すると，購入するPCの性能に対する条件

は緩和され，経済的負担も軽くなる．ここで

需要なことは，学生のPCにインストールす

るかクラウドを利用するかを柔軟に選択でき

ることである．学生のPCが十分な性能を持

つならば，学生のPCに必要なソフトウェア

をインストールして利用したほうが，作業が

効率的で良い場合もある．よって，全員に常

にクラウドを利用させる必要はなく，

･一時的に不調になったPCで作業を続行さ

せたい場合

･他と比べて性能が低いPCで，他と同等の

パフォーマンスが必要な場合

･インストールや設定そのものが講義内容で

ある場合

など，クラウドが本当に必要な場合だけに利

用することで費用対効果を高める工夫が必要

である．

７．まとめ
札幌学院大学社会情報学部のパソコン必携
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制度はそれが始まった当時，先進的なもの

だった．学生の携帯用PCを用いることによ

り，コンピュータを用いた教育を，場所や時

間の制約を受けず行うことを可能にした．し

かし，備え付けのPCを用いた教育と比較し

て理想論ではなく実質何が優れていたのか，

なぜ携帯PCを導入する必要があったのかを

見直す必要があると考える．特に，学生にとっ

て携帯PCによる教育は何がメリットだった

のか再考する必要がある．そして，実際の運

用で起こる現実的な問題と理想のギャップを

どのように埋めていくのかを，より具体的に

検討する必要がある．現在は，多くの技術革

新がもたらされ，本論文で述べた当時の問題

点の多くは克服可能である．もし，今後再び

パソコン必携の制度が導入される時が来たな

らば，教職員は，学生にとって理想論ではな

く実質何がメリットなのかを明確に答えられ

るようになる必要があると考える．大学の全

ての構成員がそれを明確に理解することで，

それを有効に活用することができ，実際に効

果的な授業運営が実現し，結果として，説得

力のある成果を社会に示すことが可能にな

る．
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